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1.1 研究背景・動機

Chat-GPTなど一部のモデルは「何を」「どう
やって」「どのくらい」学習したかが不明

自分たちで学習させて明確にする
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1.1 研究背景・動機

•LLMを使用して大学入学共通テストの問題を解
かせる試みがあった

•自分たちもやってみよう
ただし使うモデルはオープンソースでファイン
チューニングできるものでなければならない
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1.2 演習目的

共通テストや模試で「情報１」を学習させ，ファ
インチューニング後のモデル性能を検証
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2.1 ReFT

•スタンフォード大学のZhengxuan Wu（呉正玄），

Aryaman Arora（アリヤマン・アローラ）ら７名

•2024年4月4日に発表

•LoRAよりも15～65倍効率的
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2.1 ReFT

•入力層と出力層はそのま
ま

•ベースになっている言語
モデルのパラメータもそ
のまま

•中間層に介入
変更！

出力層

中間層

入力層
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2.2 学習データ

•EMIU

•情報入試試作問題

•2025年共通テストの情報１

この中から「コンピュータとプログラミング」の
分野のものを抽出
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2.2 学習データ

EMIU
•初等中等教育における情報分野の学習効果の評価
手法の確立のために実施された，マークシート方
式の情報模試

•今回の実験では，P問題を使用
•P問題が「コンピュータとプログラミング」の
分野
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2.2 学習データ

令和７年度大学入学共通テスト試作問題 情報１

•令和７年度入試から導入される「情報１」の具体
的なイメージ共有のために公開されたもの

•使用した問題は大問３のみ
•大問３が「コンピュータとプログラミング」の
分野
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2.2 学習データ

令和７年度大学入学共通テスト 情報１

•使用した問題は大問３のみ
•大問３が「コンピュータとプログラミング」の
分野
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2.2 学習データ

•CSV形式

•空欄がそのままのものと，空欄を正解で埋めたも
のがセット

Ex)
prompt

• completion

prompt completion

“その際にいくら残るかは【カ】
で求めることができますね。”

“その際にいくら残るかは
【46 ％ 10】で求めることがで
きますね。”
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2.3 使用モデル

rinna/llama-3-youko-8b

•開発元：rinna
•対話型AIアバター、音声合成、LLM開発、アバター動
画制作を行っている

• Llama-3-8Bに対して日本語データで継続事前学習を行った
モデルで，2024年5月7日に公開された

https://huggingface.co/rinna/llama-3-youko-8b
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2.3 使用モデル

rinna/llama-3-youko-8b

•事前学習のデータ
• Japanese CC-100
• Japanese C4
• Japanese OSCAR
• The Pile
• Wikipedia
• rinnaが精選した日本語のデータセット
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モデルの選定

•実験に使用した環境で動作すること

•日本語に対応していること
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モデルの選定

•実験に使用した環境で動作すること
•実験環境で動作しない場合実験ができないため
•Ex) rinna/llama-3-youko-70b-instruct はパラ
メータが多く，動作しなかった

•日本語に対応していること
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モデルの選定

•実験に使用した環境で動作すること
•実験環境で動作しない場合実験ができないため
•Ex) rinna/llama-3-youko-70b-instruct はパラ
メータが多く，動作しなかった

•日本語の事前学習をしていること
•学習データや生成したいものが日本語のため
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2.4 学習方法

交差検証
•データセットを４つに分割し３つの訓練データと
１つのテストデータとする

•３つの訓練データで学習させ残りのデータを解か
せる

•この操作を学習させるデータを変えて４回繰り返
す
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2.4 学習方法

•学習を始める前に事前学習として，答え方を学習
させる目的でCSVファイルを読み込ませた

•形式は，実際に学習に使用したデータと同じ

•簡潔で短い問題が複数用意されている

prompt

• completion
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prompt completion

“その際にいくら残るかは
【カ】で求めることができ
ますね。”

“その際にいくら残るかは
【46 ％ 10】で求めること
ができますね。”
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3.1 演習環境

•OS：Windows11

•GPU：NVIDIA GeForce RTX 4070 Laptop GPU

•CPU：13th gen Intel(R) Core(TM) i7-13620H

•ストレージ：

•Python：3.10.12
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3.2 演習結果
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学習前のモデルの解答

学習前
• 選択肢だけではなく，問題も読み取れていない
• 「プログラム」という単語は認識している



3.2 演習結果
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学習後のモデルの解答 一部抜粋

学習後
• 情報系の問題だという事は認識している
• 問題を解くという事は認識できていない



3.2 演習結果
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学習後のモデルの解答
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4.1 考察と今後の課題

考察

• 今回の演習で、評価指標を入れなかっため学習が適切におこな
われなかった可能性

• 事前学習に英語などが含まれていた為、プログラムのアルファ
ベットが英単語として認識された可能性

今後の課題

• 評価指標を探し、導入

• 学習方法の改善
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